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水 産動物 中の無機成分 に関す る研究―Ⅱ
海産魚類組織 中の ナ トリウムおよび
カ リウムの含量 と形態 につ いて
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         in Tissues of Marine Fishes
Yukinori  NOZAKI and Shojiro MIYAHARA
 We investigated the contents and forms of sodium(Na) and potassium(K) 
in tissues of marine  fishes. The results were as  follows:
1. The contents of Na and K in muscles of 27 species were 70.0～564.3
mg% and 144.6～411.3 mg% respectively. The relation of Na<K was
observed in 25 species but not in the other 2 species. The contents of Na
and K in viscera were 115.2～244.1 mg% and 133.5～242.7 mg% respectively.
 2. We distinguished free forms from bound forms in muscle homogenate 
by 10 %  trichloroacetic acid treatment. The ratios of  free  forms to bound
forms varied by fish species. Percentages of free forms to total were 51.7～
63.1% for Na and 77.5～85.7% for K, free forms occupying more than a
half. The relation of Na<K was maintained in free forms as well.
 3. In the investigation by centrifugal fractionation of muscle homogenate 
of Kidai (Taius tumifions), the precipitate by 10 miniute centrifugation at 1,500 
rpm showed that  31.6% of Na and 11.4% of K were in bound forms, which 
were maximum values for bound forms among all fractions. On the other 
hand, 52.8% of Na and 76.3% of K were in free forms.
魚類中のナ トリウム(Na)お よびカリウム(K)は 魚類生体の諸種の物理化学的あるいは生
理化学的性質に関与 し1),こ れらに関しては多 くの報告2-4)が み られる。 また魚類組織中のこ
れらの含有量に関しても多くの報告5-8)が みられるが,水 産動物組織中のNaお よびKの 存在形
態に関する報告9・10)はあまりみあたらない。
著者 らは水産動物組織中のNaお よびKの 存在形態を明 らかにするために,前 報11)に おいて
数種の海産二枚貝の組織中のNa,Kお よび鉄の分布ならびに存在形態について検討 し,動 物の
種類や各組織によって相違することを報告 した。・今回は海産魚を対象に して,こ れらの組織中
のNaお よびKの 分布ならびにその存在形態について検討 したので報告する。
実 験 方 法



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































キダイ筋肉の水によるホモジネー トを遠心分離(10,000rpm,30分 間)す ることによって得
られた上澄画分は前報11)の 海産二枚貝筋肉の水抽出液の上澄画分(8,000rpm,30分 間)に 類
似する画分であるが,こ の画分中のNaお よびKは それぞれ57.8%,76.6%含 まれ,海 産二
枚貝 と同じ値を示す傾向がみられた。また遊離型はNa〈Kの 関係を示 した。
水産動物組織中におけるNaお よびKは 大部分可溶性の無機型として存在するものとされ
ているヱ5)が,こ のことはTable2～3か ら確認され,魚 類組織中のNaお よびKの 存在形
態の一般的性質を示 しているものと考察される。
要 約
海 産 魚 類 中 のNaお よびKの 含 量 な らび に筋 肉中 の 存 在 形 態 につ い て 検 討 した 。
1,27種 の魚 類 筋 肉 中 のNaお よびKの 含 量 は そ れ ぞ れ70.0～564.3mg%,144.6～411.3mg
%で あ り,2種 を 除 い た25種 に つ い て はNa<Kの 関係 が み られ た 。10種 の魚 類 内 臓 中 の
Naお よ びKの 含 量 はそ れ ぞ れ115.2～244.1mg%,133.5～242.7mg%で あ った 。
2.筋 肉 の水 に よ る ホ モ ジ ネ ー トに10%ト リク ロル 酢 酸 を 加 え て,遠 心 分 離(3,000rpm,5分
間)し て得 た上 澄 液(遊 離 型)と 沈澱 部(結 合型)中 に含 ま れ るNaお よ びKの 割 合 は 魚
種 に よ って差 異 が認 め られ た 。遊 離 型Naお よ びK量 は そ れぞ れ51.7～63.1%,77.5～85.7
%を 示 し,組 織 中 で は 大部 分 が 遊離 型 で あ り,Na<Kの 関 係 を 示 した 。
3.キ ダ イ筋 肉 中 の 結 合 型Naお よ びKの 存 在 様 式 を 遠 心 分 離 法 に よ って 得 た 各 々の 画 分 に
つ い て 検 討 した 結 果,1,500rpm,10分 間 に よ る沈 澱 画 分 中 のNaお よ びKは そ れ ぞ れ31.6
%,11.4%を 示 し,沈 降性 画 分 の 中 で は最 大値 を示 した 。 ま た 遊 離 型 はNaお よ びKに つ
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